
ＪＲ東海労は２月１１日、名古屋市金

山「ワーク・ライフプラザ れあろ」に

おいて第３９回定期中央委員会を開催

しました。

２０２６春闘では、ＪＲひがし労の

仲間と連帯するため、統一要求を掲げ

て闘うことを確認しました。

ベア２万円と定昇６，０００円（基準昇給額１，５００円乗数４）、夏季手当３．８ヶ月

プラス専任社員１０万円要求を掲げて、満額回答を目指し職場から全組合員で闘

います。

また、組合員が在籍する社会福祉法人成蹊会においては、全職員一律１万３，０

００円、パート労働者の時給７０円のベア要求、夏季賞与１．５ヶ月、パート労働者へ

の一時金一律１０万円の支給の満額回答を要求して闘います。

今定期委員会においてＪＳ労の仲間から、ＪＳ労と二重加盟をしていた姥直樹さんが

サービック労組に脱退を通告し、ＪＳ労組合員であることを公表したとの報告がありま

した。今後もさらに、多くの仲間の結集を呼びかけます。
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ＪＲひがし労の仲間と連帯し、２０２６春闘を統一闘争で闘おう！

成功裡に終わる！！第３９回定期中央委員会

熱烈歓迎！
さんサービック労組と決別して姥 直樹（うば なおき）

であることを公表！！！ＪＳ労組合員

同日、ＪＲ東海労・ＪＳ労・ＪＥ労

ＪＲ東海労働組合連合会

第３回定期大会の圧倒的成功をかち取る！


